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植物園実習で絶滅危惧植物の保全を学ぶ北大生たち
撮影：北方圏　中村　剛

三
面	

生
協
職
員
イ
チ
オ
シ
!! 

北
大
グ
ッ
ズ
特
集

五
面	

寒
い
冬
は
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
で
温
ま
ろ
う
！

七
面	

大
学
文
書
館
へ
行
こ
う
　
第
18
回

井
上
　
高
聡

北

海

道

大

学

大

学

文

書

館

標
と
し
て
、野
生
種
の
適
応
可
能
性
を

維
持
す
る
た
め
に
遺
伝
的
多
様
性
を

守
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
大
植
物
園
は
、北
海
道
・
東
北
ア

ジ
ア
の
植
物
を
対
象
に
、遺
伝
的
多
様

性
の
解
明
、増
殖
方
法
の
確
立
、自
生

地
へ
の
植
え
戻
し
な
ど
保
全
研
究
・

実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
、本
園

は
日
本
植
物
園
協
会
の「
保
全
・
栽
培

技
術
賞
」を
受
け
、技
術
職
員
を
主
体

と
し
た
長
年
の
保
全
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、北
大
植

物
園
で
は
、絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
に

つ
い
て
学
生
が
座
学
と
栽
培
・
増
殖

体
験
を
通
じ
て
体
系
的
に
学
ぶ
実
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
植
物
園

ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ（
７
歳
）、ヒ
ナ
シ
ャ

ジ
ン（
12
歳
）、オ
ン
ツ
ツ
ジ（
１
０
１

歳
）…
。
こ
れ
ら
は
、植
物
学
者
・
牧

野
富
太
郎
を
モ
デ
ル
と
し
た
ド
ラ
マ

で
紹
介
さ
れ
た
視
聴
者
投
稿
イ
ラ
ス

ト
の
例
で
す
。
近
年
な
い
ほ
ど
に
野

生
植
物
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

今
、
植
物
園
が
絶
滅
危
惧
植
物
保
全

の
中
核
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

植
物
園
は
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全

に
お
け
る
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
さ
れ

ま
す
。
そ
の
理
由
は
、全
世
界
に
は

３
５
０
０
以
上
の
植
物
園
が
あ
り
合

計
約
30
万
の
植
物
分
類
群
が
保
有
さ

れ
て
い
て
、こ
の
数
は
他
の
植
物
栽

培
関
連
の
組
織
に
比
べ
て
遥
か
に
多

い
た
め
で
す
。
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10（
２
０
１
０
年
、
愛
知
）で
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
各
国
の
絶
滅
危

惧
種
の
75
％
を
植
物
園
な
ど
生
息
域

の
外
で
保
全
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
の
植

物
園
は
、絶
滅
危
惧
の
維
管
束
植
物

１
７
９
０
分
類
群
の
う
ち
73
％
の
生

息
域
外
保
全
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
韓
国（
絶
滅
危
惧
５
７
１
分
類
群

の
う
ち
77
％
）に
次
ぐ
高
い
達
成
率
で

す
。
さ
ら
に
、２
０
２
１
｜

２
０
２
２

年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
は
、２
０
３
０
年
目

を
も
つ
大
学
は
薬
学
系
を
除
く
と
５

校（
本
学
、東
北
大
、東
大
、東
京
農
大
、

大
阪
公
大
）し
か
な
い
こ
と
か
ら
、本

園
に
は
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
教
育

を
他
大
学
や
社
会
に
も
提
供
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
と
そ
の
研

究
・
教
育
の
方
面
で
北
大
植
物
園
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
に
は
大
き
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、札
幌
も
夏
季

の
高
温
化
が
著
し
く
、
冷
涼
な
気
候

を
好
む
植
物
を
植
物
園
で
安
定
的
に

保
全
す
る
に
は
冷
房
機
能
を
備
え
た

温
室
の
整
備
が
急
務
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
冷
温
帯
・
高
山
帯
の
植
物
を

通
年
開
花
・
展
示
す
る
こ
と
で
、そ
の

保
全
に
つ
い
て
大
学
・
社
会
教
育
の

効
果
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。
将
来

的
に
は
、温
室
を
機
能
拡
張
し
て
、北

大
の
生
物
多
様
性
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究

を
広
く
社
会
に
紹
介
す
る
複
合
施
設

（「
北
大
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
」の
よ
う

な
）に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、全
学
的
な

理
解
・
支
援
を
得
る
た
め
に
、北
大
植

物
園
の
全
学
的
・
社
会
的
な
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Opinion!

北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター植物園
准教授

中村　　剛

大学植物園は植物保全の大学植物園は植物保全の
キープレーヤーキープレーヤー
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いじわるじいさん

　

１
月
と
な
り
、
卒
論
・
修

論
な
ど
の
研
究
で
も
っ
と
も

忙
し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

必
要
な
機
材
や
消
耗
品
が
た

く
さ
ん
出
て
く
る
と
、
手
配

す
る
の
も
大
変
。
生
協
が
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

▼
豊
富
な
カ
タ
ロ
グ
▲

毎
月
研
究
室
に
お
届
け
し

て
い
る
「
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
」
は
パ
ソ
コ
ン
を
メ

イ
ン
に
、
ソ
フ
ト
、
関
連
書

籍
か
ら
Ａ
Ｖ
機
器
、
家
電
製

品
な
ど
、
研
究
室
で
よ
く
使

わ
れ
る
商
品
を
網
羅
し
て
い

ま
す
。

ま
た
12
月
に
研
究
室
に
配

布
し
ま
し
た
「
情
報
機
器
ガ

イ
ド
」
に
は
「
研
究
環
境
の

拡
張
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
提

案
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
書
籍
も
生
協
へ
▲

恒
例
の
「
カ
タ
ロ
グ
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
」
が
北
大
生
協
Ｗ

ｅ
ｂ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

普
段
店
頭
に
な
い
専
門
書

を
ご
注
文
い
た
だ
け
ま
す
。

掲
載
品
は
15
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。
校

費
も
承
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
ご
注
文
は
生
協
へ
▲

パ
ソ
コ
ン
や
研
究
室
関
連

商
品
は
購
買
外
売
店
に
て
承

り
ま
す
。
お
電
話
か
メ
ー
ル

に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

書
籍
は
北
部
書
籍
か
ク

ラ
ー
ク
書
籍
へ
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
２
月
よ

り
ご
注
文
は
ク
ラ
ー
ク
店
に

て
承
り
ま
す
）。

ま
た
北
部
店
や
生
協
会
館
、

ク
ラ
ー
ク
書
籍
な
ど
各
店
舗

で
は
、
店
頭
在
庫
の
商
品
を

そ
の
場
で
ご
購
入
可
能
で
す
。

生
協
会
館
店
１
Ｆ
で
は
年
度

末
に
向
け
て
、
即
日
お
持
ち

帰
り
可
能
な
機
器
や
サ
プ
ラ

イ
品
も
多
く
在
庫
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
店
く

だ
さ
い
。

10
月
の
ハ
マ
ス
の
攻
撃
に
対

す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
報
復

は
大
規
模
で
、
犠
牲
者
は

増
え
る
ば
か
り
だ
▼
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
、
ガ
ザ

の
子
達
が
腕
に
名
前
を
書

い
て
も
ら
っ
て
い
る
場
面
が

あ
っ
た
。
何
か
あ
っ
た
時
の

識
別
の
為
だ
が
、
女
の
子

は
得
意
そ
う
に
カ
メ
ラ
に
腕

を
見
せ
て
い
る
▼
追
い
か
け

る
よ
う
に
、
新
聞
が
少
年

の
死
を
伝
え
る
。
私
の
子
は
白
シ
ャ
ツ

だ
っ
た
か
ら
息
子
で
は
な
い
と
叫
ん
だ

母
は
、
シ
ャ
ツ
が
流
血
で
赤
く
染
ま
っ

た
こ
と
を
知
る
。
隣
の
記
事
は
、
麻

酔
な
し
で
治
療
さ
れ
泣
き
叫
ぶ
子
の

写
真
▼
昨
年
ス
イ
ス
で
見
た
、
ス
ト

リ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
バ
ン
ク

シ
ー
展
」
が
思
い
返
さ
れ
る
。
パ
レ
ス

チ
ナ
地
区
の
分
離
壁
を
模
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
の
部
屋
が
あ
っ
た
。
上
に

有
刺
鉄
線
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
を
見

て
ゾ
ッ
と
し
た
の
だ
っ
た
▼
ガ
ザ
に
は
、

彼
が
２
０
１
５
年
頃
に
描
い
た
と
い
わ

れ
る
「
仔
猫
」
の
絵
が
あ
る
（『
バ
ン

ク
シ
ー
を
読
む
』
宝
島
社
）。
写
真

を
見
る
と
、
こ
の
絵
で
伝
え
た
か
っ
た

の
は
猫
だ
け
で
は
な
い
の
が
わ
か
る
。

キ
ャ
ン
バ
ス
は
被
弾
の
跡
の
あ
る
崩
れ

残
っ
た
壁
で
、
周
り
に
は
瓦
礫
…
。
こ

こ
に
ス
ト
リ
ー
ト
で
描
く
理
由
が
あ

る
。
ガ
ザ
状
況
の
告
発
だ
▼
戦
闘
の

犠
牲
者
の
４
割
は
子
供
と
い
う
。
女

の
子
の
腕
に
書
い
た
名
前
を
、
親
が

安
堵
し
て
消
す
時
が
来
る
だ
ろ
う
か
、

来
て
ほ
し
い
と
願
う
こ
の
瞬
間
も
幼
な

子
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
休
戦
で
は

な
く
即
時
停
戦
を
！�

（
今
日
子
）

平素は、北大生協教職委員会の活動にお力添えいただき、衷心よりお礼申し上げます。
当委員会の機関誌である「きぼうの虹」につきまして、昭和44年の創刊から今日まで、約半世紀に渡り、年６回の発行
をしておりました。この間、「きぼうの虹」を一度も途切れることなく発行し続けて参りましたが、近年では委員の定
年や異動による人数の減少によって編集作業に多くの時間を要するようになり、このままの発行回数を維持することが
困難な状況になりつつあります。また、北海道大学生活協同組合の経営も厳しい状況が続いており、経費削減に協力す
るため年間の発行部数を縮小するという判断に至りました。
こうした現状を踏まえ、現委員会で慎重に検討した結果、2024年（令和６年）１月より「きぼうの虹」の発行を
「春号」「夏号」「秋号」「冬号」の年４回に変更することにいたしました。発行回数が変更になり、情報発信の機会が
減ってしまいますが、北大生協のホームページ上で「きぼうの虹（電子版）」とともに情報発信を引き続き行っていく
予定です。これからも北海道大学と北海道大学生協とともに歩み、多くの学生・大学院生や教職員の皆さまにご愛読さ
れるよう努める所存です。また、読者の皆さまにいっそう愛される「きぼうの虹」を目指し、忌憚のないご意見を頂け
れば幸いです。
何卒ご理解賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

「きぼうの虹」発行回数変更のお知らせ
北大生協教職員　委員長　笠原　敏史

研究室のお役に立ちます！
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室長のオススメ
革製ペンケース

&
リンガーカレッジTシャツ

どちらも新発売のグッズです！
北大カラーのグリーンの革製ペンケース！
ヴィンテージ加工がおしゃれなTシャツも
オススメです！

専務理事のオススメ
オリジナルティー

学内から選抜された紅茶好きの学生２０名
と、ルピシアの技術者が意見交換を重ねて
妥協せずに作り上げた、総長も試飲された
紅茶です。

専務補佐オススメ
チェックストール

フランス人職人の手によって作り上げら
れたストールは、グリーンをベースにした
北大オリジナルのタータンチェック柄が
かっこいい！

北大グッズ特集生協職
員

イチオシ
！！

今年オススメしたい北大グッズを理事会室の職員に聞いてみました。
帰省のお土産や、記念品に是非ご利用ください (*‘∀‘)

設備担当オススメ
「札幌農学校」開拓の詩

&
酪農焼きチーズクッキー

大好評「札幌農学校」シリーズの新作２品。
３枚重ねの薄焼きクッキーにミルクチョコ
をかけたリッチなクッキーと、３種類の
チーズがたっぷり味わえる濃厚で香ばし
いクッキー。お土産にも大人気！！

北大グッズのお求めはコチラ
ここでご紹介したグッズ以外にもたくさんのグッズを
ご用意してます！
ぜひ、店舗に足を運んでみてくださいね。
下記のURLより、オンラインでも購入できます♪

□ 北大生協会館店（生協会館１F）
□ 北大オリジナルグッズOnline Shop

https://hokudai-goods-seikyou.net

フレンドリー職員の
オススメ ①

オリジナル缶入り
ゴーフレット

上野風月堂製ゴーフルの北大オリジナル
パッケージです。
お手頃なお値段と、クラーク博士がデザイン
された缶が魅力。

フレンドリー職員の
オススメ ②

卓上カレンダー
本誌で毎年開催されている「きぼうの虹
フォトコンテスト」応募作品を使用した１月
はじまりの卓上カレンダー。北大らしい
風景が満載で、毎年好評のグッズです！

好評発売中の「北大のハルニレで作ったお箸」と新た
に作成したハルニレの木材で作った箸置きのセット。
箸置きには北大のロゴマークを印字しています。

１月中旬頃発売予定

「ハルニレの箸ギフトセット」

● 商品には数に限りがあるものがございます。品切れの際はご容赦願います。  ● 開拓の詩、チーズクッキーは現在Online Shopではお取り扱いしておりません。

新商品情報！
Coming
Soon!!

お揃いの
名刺ケースと

キーケースもあるよ！

北海道産の材料に

こだわった
クッキー

チーズクッキーはおつまみにも
最適！！

北大内とWebショップ限定商品だよー！

生成の生地にグリーンの挿し色がマッチしてさわやかな印象

甘いベリーと
ヨーグルトの香りが

広がる
ミルクとよく合う

フレーバードティー

ダージリン紅茶と緑茶をブレンドしすっきりした味わい

上品で美しいグリーンのタータンチェックは北大オリジナル柄！

北大ロゴ入り
タグ付き。

幅広タイプ
なので

ひざ掛けにも。

ロゴ入りの専用化粧箱

入りなので

プレゼントにも最適！

フォトコンテストに参加するとあなたの写真もカレンダーに選ばれるかも?!
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工学部食堂と購買の店舗について「食堂の名物メニューをつくろう」「工学
部コーナーをつくろう」というテーマで、学生、院生、教職員が広く参加を
して意見を出し合い、自らが実現していく「店舗ミーティング」が開催され
ています。
10月から毎月１回開催し、30名を超える組合員が集まりました。

■
第
一
回
10
月
19
日
開
催

お
昼
休
み
の
12
時
15
分
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
事
前
の
参
加
申
し
込

み
の
10
名
を
大
き
く
超
え
る
33
名
が

当
日
工
学
部
ラ
ウ
ン
ジ
に
集
ま
り
ま

し
た
。
あ
ら
か
じ
め
食
堂
チ
ー
ム
と

購
買
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
昼
食
の
カ

ツ
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
話
し
合

い
が
進
み
ま
し
た
。

食
堂
チ
ー
ム
で
は
「
名
物
メ

ニ
ュ
ー
」
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
出
し
合
い
「
安
め
・

愛
着
・
リ
ピ
ー
ト
・
北
大
色
の
緑
・

ク
ラ
ー
ク
像
・
銀
杏
並
木
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
自
由
に
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
、
13
の
メ
ニ
ュ
ー
が
出
さ
れ
ま

し
た
。「
財
布
に
や
さ
し
く
な
い
と
支

持
さ
れ
な
い
」「
北
大
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」「
北
大
の
色
の
グ
リ
ー
ン
を

取
り
入
れ
て
は
」「
メ
ニ
ュ
ー
名
を
愛

着
の
あ
る
も
の
に
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

購
買
チ
ー
ム
で
は
、
ま
ず
は
生
協

の
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
意

見
を
自
由
に
出
し
合
い
ま
し
た
。
意

見
の
う
ち
「
テ
ン
キ
ー
や
マ
ウ
ス

パ
ッ
ド
を
置
い
て
ほ
し
い
」「
お
に

ぎ
り
の
種
類
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

に
つ
い
て
は
10
月
中
に
実
現
し
ま
し

た
。「
自
販
機
の
音
量
を
下
げ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
も
業
者
に
依
頼
し
小

さ
く
な
り
ま
し
た
。
購
買
店
の
電
子

マ
ネ
ー
で
の
利
用
や
セ
ル
フ
レ
ジ
に

つ
い
て
も
「
読
み
取
り
が
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
る
」「
残
高
が
わ
か

ら
な
く
て
不
便
」
と
い
う
意
見
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は

事
務
局
に
伝
え
て
改
善
の
要
望
を
出

し
ま
し
た
。

■
第
二
回
11
月
16
日
開
催

第
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
て
、

11
月
に
第
二
回
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
二
回
に
は
新
メ

ニ
ュ
ー
の
試
食
を
昼
食
と

し
て
用
意
し
ま
し
た
。

食
堂
チ
ー
ム
で
は
前
回

出
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
食

堂
店
長
が
レ
シ
ピ
化
し
ま

し
た
。
食
材
な
ど
の
関
係

で
で
き
な
い
メ
ニ
ュ
ー
は

外
し
、
10
点
の
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
レ
シ
ピ
や
想
定

価
格
な
ど
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
採
用
す
る
か

ど
う
か
を
意
見
交
流
し
、
メ
ニ
ュ
ー

を
さ
ら
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。「
お
い

し
そ
う
だ
が
価
格
が
高
く
手
間
も
か

か
る
」「
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
工
夫
す
れ
ば

良
く
な
る
の
で
は
」「
分
量
と
価
格

を
調
整
す
れ
ば
売
れ
る
と
思
う
」
な

ど
、
食
堂
で
の
作
業
工
程
や
価
格
設

定
な
ど
も
考
え
た
意
見
も
出
さ
れ
、

チ
ー
ム
内
で
「
自
分
た
ち
が
作
る
メ

ニ
ュ
ー
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
来
て

き
ま
し
た
。

購
買
チ
ー
ム
で
は
学
科
コ
ー
ス
ご

と
に
棚
を
作
っ
て
み
る
イ
メ
ー
ジ
を

わ
か
せ
ま
し
た
。
学
科
で
よ
く
使
う

商
品
や
欲
し
い
商
品
を
紙
に
書
き
出

し
ま
し
た
。
分
度
器
や
三
角
定
規
、

製
図
に
使
い
や
す
い
マ
ウ
ス
な
ど
学

科
な
ら
で
は
の
商
品
群
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
モ
ニ
タ
を
見
る
時
間

が
長
い
た
め
か
、
目
薬
の
要
望
が
多

く
の
学
科
か
ら
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
取
扱
い
可
能
な
商
品
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
具
体
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
第
三
回
、
第
四
回
ま
で
予
定

こ
の
後
12
月
お
よ
び
1
月
ま
で
開

催
し
て
、
名
物
メ
ニ
ュ
ー
と
学
科
ご

と
の
棚
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

工学部店舗ミーティング実施中工学部店舗ミーティング実施中
2024年 1月 1日 よりよい生活と平和のために 第 407号　（ 4 ）



寒寒いい冬冬はは
食堂メニュー食堂メニューでで
温温まろうまろう！！

クラーク11月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 ポケット六法　令和６年版 佐伯仁志 有斐閣 6 地方自治判例百選 小幡純子 有斐閣

2 公式ＴＯＥＩＣＬｉｓｔｅｎｉｎｇ�＆�Ｒｅａｄｉｎｇ問題集１０
Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ　
Ｔｅｓｔｉｎｇ

国際ビジネスコミュ
ニケーション協会 7 ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人 東野圭吾 光文社

3 言語哲学がはじまる 野矢茂樹 岩波書店 8 デイリー六法　令和６年版 長谷部由起子 三省堂

4 ＴＯＥＩＣ�Ｌ＆Ｒ�ＴＥＳＴ出る単特急金のフレーズ ＴＥＸ加藤 朝日新聞出版 9 精選　物理の散歩道 ロゲルギスト 岩波書店

5 正欲 朝井リョウ 新潮社 10 アグロエコロジー スティーヴン・
グリースマン

農山漁村
文化協会

クラーク書籍便り
Vol.17

３位、碩学の言語哲学前史
入門書。わかりやすさ、おも
しろさと内容の高水準の両立
がすばらしいと評判です。
９位、半世紀以上前に出た

シリーズの精選集が今も読ま
れることに感動。

生
協
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
プ
ラ

イ
ス
カ
ー
ド
に
栄
養
価
表
示
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
小
鉢
を
一
つ
加
え
る
だ
け
で

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
ま
す
よ
。

◆ 

北
部
・
中
央
は
19
時
ま
で 

◆

研
究
で
夜
遅
く
な
る
方
も
多
く
な

る
時
期
で
す
。
北
部
食
堂
と
中
央
食

堂
は
平
日
夜
19
時
ま
で
営
業
し
て
い

ま
す
。
晩
ご
飯
は
研
究
室
か
ら
出
て
、

北
部
食
堂
や
中
央
食
堂
ま
で
気
分
転

換
に
出
か
け
て
み
て
は
。
昼
と
は
違

う
夜
だ
け
の
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

研
究
が
本
格
化
す
る
1
月
は
、
一

年
で
も
っ
と
も
寒
く
な
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て
い
ま
す
。

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
毎
日
の

健
康
管
理
と
睡
眠
、
そ
し
て
食
事
を

き
ち
ん
と
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆ 

食
堂
も
フ
ェ
ア
で
応
援 
◆

生
協
食
堂
は
「
冬
の
お
す
す
め
」

メ
ニ
ュ
ー
を
引
き
続
き
提
供
し
て
い

ま
す
。「
鴨
そ
ば
」「
揚
げ
ワ
ン
タ
ン

麺
」
な
ど
温
か
い
麺
や
「
豚
肉
の
旨

辛
炒
め
」
な
ど
、
身
体
の
温
ま
る
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。「
豚

汁
」
も
具
沢
山
で
栄
養
的
に
も
お
す

す
め
で
す
。

◆ 

管
理
栄
養
士
メ
ニ
ュ
ー 

◆

大
学
生
協
の
管
理
栄
養
士
が
考

え
た
、
今
の
時
期
に
お
す
す
め
の
メ

ニ
ュ
ー
を
フ
ェ
ア
と
し
て
提
供
し
ま

す
。
食
堂
全
店
で
開
催
で
す
（
一
部

メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）。
期
間
は
1
月
9
日
㈫

か
ら
19
日 

㈮
で
す
。

忙
し
い
こ
の
時
期
は
、
食
事
を
す

る
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
こ
そ

食
事
は
温
か
い
も
の
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
も
の
を
し
っ
か
り
と
り
ま

し
ょ
う
。
身
体
を
壊
し
て
は
元
も
子

も
あ
り
ま
せ
ん
。

食　　堂 営業時間
（平日のみ）

北部食堂 8時～19時
中央食堂 11時～19時
クラーク食堂 11時～14時
工学部食堂 11時～14時
医学部食堂 11時～14時
農学部食堂 11時～14時
レストランポプラ 11時～14時
水産食堂 11時～13時30分

＜鶏天の黒酢野菜あんかけ＞
黒酢の主成分である酢酸は、体
内に取り込まれるとクエン酸に
変わり体内でのエネルギー生成
を助けるため、疲労回復の効果
が期待できます。

＜生姜香る照焼きハンバーグ＞
ハンバーグのソースには体を温め
る効果のある生姜が入っています。
寒い季節でも血流が良くなり、冷
えの解消が期待できます。

＜ピリ辛！豆乳担々雑炊＞
豆乳は貧血予防の効果が期待出来
る鉄も含みます。白菜が入っている
ことでビタミンCと鉄の吸収を良く
しています。唐辛子入りのピリ辛味
の肉味噌で体も温まる雑炊です。

＜とん辛野菜ラーメン＞
野菜を約160ｇ使用。
野菜にはビタミン、ミネラル、
食物繊維などで身体の調子を
整える働きが期待できます。
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北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）11：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

Vol.
38

近
年
、
八
十
年
代
の
日
本
の
ポ
ッ
プ
ス
が
国
内
外

で
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
亜
蘭
知
子
は
、
そ
う

い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
一
人
で
す
。
作
詞
家
と
し

て
有
名
で
す
が
、
自
身
で
も
八
十
年
代
に
九
枚
の
ア

ル
バ
ム
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
エ
ッ
セ

イ
集
と
児
童
文
学
作
品
と
詩
集
が
一
冊
ず
つ
。
当
時

か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
た

存
在
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
も
国
内

よ
り
海
外
で
の
評
価
の
方
が
高
い
よ
う
で
す
。
私
は

八
十
年
代
中
頃
だ
っ
た
か
、
た
ま
た
ま
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

写
真
が
気
に
な
っ
て
買
っ
て
か
ら
、
こ
っ
そ
り
と
い

う
感
じ
で
聴
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
わ
り
が
知

ら
な
そ
う
な
の
と
、
大
人
び
た
美
貌
の
人
だ
っ
た
の

で
、
好
き
だ
と
い
う
の
が
何
と
な
く
恥
ず
か
し
か
っ

た
の
で
す
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
は
、
恋
に
悩
み
苦
し
む
、

ほ
と
ん
ど
悲
痛
と
言
っ
て
い
い
よ
う
な
心
情
が
、
斬

新
で
実
験
的
か
つ
ポ
ッ
プ
な
音
に
乗
せ
て
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
「
神

経
衰
弱
」
。
そ
の
後
、
楽
曲
も
外
見

も
洗
練
さ
れ
て
ゆ
き
、
歌
詞
も
苦
し

み
が
直
接
に
歌
わ
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
で

も
、
作
詞
家
の
大
衆
性
ゆ
え
か
、
普

通
の
、
時
に
は
ほ
と
ん
ど
陳
腐
と
言

い
た
く
な
る
よ
う
な
言
葉
を
使
い
な

が
ら
、
こ
の
人
の
歌
詞
は
、
い
つ

も
ど
こ
か
み
ず
み
ず
し
い
の
で
す
。

釣
っ
た
魚
も
お
腹
は
空
く
の
よ
、
と

い
う
言
葉
に
に
じ
む
心
情
に
、
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
言
葉

が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
さ
り
げ
な
く
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
、
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
超
え

て
、
き
っ
と
い
つ
ま
で
も
み
ず
み
ず
し
い
詩
を
書
き

続
け
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

「
純
情
魔
女
」
は
一
九
八
七
年
に
発
表
さ
れ
た
ア

ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
る
曲
で
す
。
不
思
議
な
、

奇
を
て
ら
っ
た
よ
う
な
ア
レ
ン
ジ
で
す
。
曲
の
基
本

は
レ
ゲ
エ
の
ダ
ブ
。
ダ
ブ･

ベ
ー
ス
に
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク･

ド
ラ
ム
の
中
低
音
の
速
い
連
打
に
よ
る

フ
レ
ー
ズ
が
繰
り
返
さ
れ
る
、
ほ
と
ん
ど
変
て
こ
な

ド
ラ
ミ
ン
グ
が
か
ぶ
さ
り
、
そ
れ
を
軽
快
だ
け
れ

ど
、
ど
こ
か
晩
秋
の
日
射
し
の
よ
う
な
愁
い
を
帯
び

た
フ
ル
ー
ト
が
中
和
す
る
…
ギ
タ
ー
と
キ
ー
ボ
ー
ド

は
背
後
で
目
立
た
ず
レ
ゲ
エ
の
リ
ズ
ム
を
き
ざ
み
ま

す
。
歌
詞
は
、
恋
人
を
わ
ざ
と
困
ら
せ
る
女
性
の
心

情
で
す
。
そ
れ
だ
け
だ
と
わ
り
と
よ
く
あ
る
話
と
い

う
気
も
す
る
の
で
す
が
、
で
も
こ
の
歌
は
、
困
ら
せ

た
恋
人
に
、
初
恋
ま
で
帰
ろ
う
よ
、
と
呼
び
か
け
る

の
で
す
。
愛
情
を
求
め
る
切
実
な
心
情
と
哀
感
が
に

じ
み
、
ピ
ュ
ア
ネ
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
る
、
と
思
い
ま

す
。
相
手
か
ら
は
、
周
り
か
ら
は
、
そ
し
て
時
に
は

心
理
専
門
家
か
ら
も
、
困
っ
た
人
と
思
わ
れ
が
ち
な
、

人
を
振
り
回
す
人
の
、
と
て
も
純
粋
な
一
面
が
、
透

明
な
し
ず
く
に
な
っ
て
流
れ
出
し
て
く
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ピ
ュ
ア
ネ
ス
に
対
す
る
感
受
性
は
、
人
に
よ
っ

て
だ
い
ぶ
ん
異
な
る
よ
う
な
の
で
す
け
れ
ど
。

声
に
発
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
、
こ
れ
を
肉
声
と
言

い
ま
す
よ
ね
。
肉
体
に
近
い
こ
と
ば
、
肉
体
の
こ
と

ば
。
恋
人
ど
う
し

の
こ
と
ば
は
、
肉

体
の
こ
と
ば
で
す
。

死
に
ゆ
く
人
の
こ

と
ば
も
、
肉
体
の

こ
と
ば
で
す
。
そ

し
て
、
詩
歌
の
こ

と
ば
も
肉
体
の
こ

と

ば

で

し

ょ

う
。

い
に
し
え
の
こ
の

国
で
は
、
恋
の
こ

こ
ろ
を
和
歌
で
呼

び
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
ポ
ピ
ュ

ラ
ー･

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
の

は
不
思
議
な
装
置
で
、
い
に
し
え
に
交
わ

さ
れ
た
恋
歌
の
よ
う
に
し
て
、
肉
声
を
何
百
万
人

も
の
人
に
、
そ
の
ま
ま
と
ど
け
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
発
明
し
た
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

亜
蘭
知
子
の
、
高
い
、
の
び
や
か
な
、
よ
く
通

る
声
。
と
き
に
、
ひ
た
む
き
な
汗
の
飛
沫
の
よ
う
に

迫
っ
て
く
る
声
。
日
本
語
以
外
を
母
語
と
す
る
様
々

な
国
の
人
た
ち
は
、
こ
の
声
を
ど
の
よ
う
に
聴
い
て

い
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
相
手
に
と
ど
く
声
、

提
示p

r
e
s
e
n
t
 

じ
ゃ
な
く
て
、
と
ど
く 

r
e
a
c
h
 

声
。

そ
れ
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
…
心
理
支
援
で
も
、
教

育
で
も
、
そ
し
て
人
と
人
と
が
さ
さ
え
合
う
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
上
で
も
、
と
て
も
大
切
な
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こころの健康ソング・レヴューこころの健康ソング・レヴュー
「亜蘭知子／純情魔女」「亜蘭知子／純情魔女」

○

保
険
期
間
が
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
始
ま
る
自
動
車
保
険
が
改

定
さ
れ
ま
す
。
特
約
や
そ
れ
ぞ
れ
の
補
償
の
範
囲
の
改
定
が
あ
り
ま

す
が
、
主
に
保
険
料
の
改
定
で
す
。
年
齢
・
車
種
・
車
の
初
度
登

録
、
補
償
内
容
な
ど
の
契
約
条
件
に
よ
っ
て
下
が
る
方
も
い
ま
す

が
、
平
均
し
て
２
～
３
％
の
上
が
り
方
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

ず
は
代
理
店
に
見
積
も
り
依
頼
を
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
カ
ー
ラ

イ
フ
に
合
わ
せ
て
必
要
な
補
償
、
不
要
な
補
償
を
見
定
め
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
損
保
ジ
ャ
パ
ン
だ
け
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
社
の
事
件
で
保

険
料
改
定
が
見
送
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
継
続
等
の
契
約
の
場
面
で

納
得
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
判
断
で
す
。

今
回
の
改
定
で
保
険
料
が
上
が
る
大
き
な
要
因
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
各
保
険
会
社
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
行
動
制
限
に

よ
っ
て
交
通
量
が
減
り
、
事
故
が
減
る
分
を
織
り
込
ん
で
自
動
車
保

険
料
を
下
げ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５

類
感
染
症
移
行
後
は
経
済
活
動
の
再
開
に
よ
っ
て
、
交
通
量
や
事
故

が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

②
イ
ン
フ
レ
の
影
響
で
自
動
車
の
部
品
価
格
や
人
件
費
が
上
昇
、
修

理
費
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
自
動
車
の
高
性
能
化
に
よ
る

修
理
費
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
車
は
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど

の
安
全
運
転
や
自
動
駐
車
の
た
め
に
半
導
体
の
使
用
領
域
が
広
が
り
、

車
体
の
周
囲
に
組
み
込
ま
れ
た
小
型
カ
メ
ラ
な
ど
車
を
制
御
す
る
た

め
の
装
置
も
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
の
修
理
だ
け
で

も
数
万
円
を
要
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
と
の
引
き
換
え
に

新
車
の
購
入
費
用
や
修
理
費
用
は
高
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

生
活
の
中
に
潜
む
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
保
険
の
役
割
で
す

が
、
ど
こ
ま
で
保
険
で
賄
う
か
は
一
人
一
人
の
考
え
方
で
す
。
た

だ
、
保
険
料
を
安
く
す
る
た
め
に
補
償
を

縮
小
し
て
後
で
「
あ
の
補
償
を
付
け
と
け

ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。
満
期
の
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
取
り
扱
い
保
険
会
社
が
１
社
の

専
属
代
理
店
で
は
な
く
、
複
数
の
保
険
会

社
を
取
り
扱
う
乗
合
代
理
店
で
２
社
以
上

の
見
積
も
り
で
比
較
し
て
契
約
す
る
こ
と

が
お
す
す
め
で
す
。

こころの
健康を考える 83
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中
等
学
校
競
泳
大
会
を
開
催
し
、
後

進
の
指
導
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
の
伴
素
彦

予
科
医
類
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
廣

田
戸
七
郎
ら
は
、
内
田
の
活
動
に
刺
激

を
受
け
、
内
田
に
相
談
を
持
ち
掛
け

て
、
一
九
一
九
年
、
予
科
に
水
泳
部
を

設
立
し
ま
す
。
廣
田
は
ス
キ
ー
部
に
も

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
水
泳
と

ス
キ
ー
は
共
に
全
身
運
動
で
あ
り
、
夏

冬
の
季
節
競
技
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

両
方
を
掛
け
持
ち
す
る
二
刀
流
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

一
九
二
八
年
、
二
回
目
の
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
当
た
る
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
大
会
、
日
本
は
冬
季
競
技
に
初
め

て
出
場
し
ま
す
。
北
大
関
係
者
か
ら

は
、
前
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
て
い

た
廣
田
戸
七
郎
が
監
督
、
農
学
部
農

芸
化
学
科
三
年
伴
素
彦
（
一
九
〇
五

～
九
八
年
）
が
ジ
ャ
ン
プ
、
廣
田
と

同
期
の
医
学
部
卒
業
生
岡
村
源
太
郎

が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
選
手
と
決

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
岡
村
は
出

場
決
定
の
直
ぐ
後
、
一
九
二
七
年
十

月
に
病
気
で
亡
く
な
り
、
出
場
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
発
前
、
北
大

の
文
武
会
や
ス
キ
ー
部
は
盛
大
な
壮

行
会
を
開
催
し
ま
す
。
伴
は
「
倭
小

の
日
本
人
と
雖
も
必
ず
皆
さ
ん
の
御

期
待
に
背
か
ざ
る
様
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
戦
い
ま
す
。
…
…
岡
村
君
の
意

志
を
継
い
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と

施
設
で
す
。
ま
た
、
戦
争
の
た
め
に

幻
に
終
わ
っ
た
一
九
四
〇
年
の
札
幌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
に
は
、
医
学

部
教
授
大
野
精
七
が
奔
走
し
、
大
会

実
行
副
委
員
長
も
務
め
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
北
大
は
競
技
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も

輩
出
し
て
い
ま
す
。

水
泳
の
内
田
正
練

一
九
一
二
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
大
会
に
日
本
は

は
じ
め
て
出
場
し
ま
し

た
。
陸
上
競
技
の
金
栗

四
三
と
三
島
弥
彦
で
す
。

一
九
一
六
年
の
ベ
ル
リ

ン
大
会
が
第
一
次
世
界

大
戦
の
影
響
で
中
止
と

な
り
、
次
の
一
九
二
〇

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
縁

喧
し
か
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
話
も
終
息
に
向
か
っ
て
い
ま
す

が
、
北
大
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
何

か
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
一
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
北
大
構
内
が
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

の
一
部
と
な
っ
た
狂
騒
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
一
九
七
二
年
の

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
は
、
選

手
強
化
を
目
的
と
し
、
国
・
自
治

体
・
関
連
団
体
な
ど
が
参
画
し
て

「
北
海
道
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
類
の
は
し
り
で
す
。
そ
の
後
、

北
大
で
は
長
ら
く
「
体
育
指
導
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
現
在
は

先
祖
返
り
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る

第18回第18回
「オリンピックと北大」「オリンピックと北大」
北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

挨
拶
し
て
い
ま
す
。
伴
は
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
大
会
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技
で

三
十
六
位
と
世
界
の
壁
に
跳
ね
返
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
伴
の
経
験
は
、

一
九
三
二
年
の
レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド

大
会
の
山
田
勝
巳
、
一
九
三
六
年
の

ガ
ル
ミ
ッ
シ
ュ
・
パ
ル
テ
ン
キ
ル
ヘ

ン
大
会
の
伊
黒
正
次
と
、
北
大
関
係

者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。

現
在
、
日
本
が
得
意
と
す
る
水
泳

や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
の
黎

明
期
に
お
い
て
、
北
大
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
挑
み
、
そ
の
経
験
を
通
じ

て
競
技
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
、
そ

う
い
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で
す
。

工学部前歩道の2021年東京オリンピックの工学部前歩道の2021年東京オリンピックの
マラソン30Km地点銘板マラソン30Km地点銘板

年
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
に
日
本
か
ら

水
泳
競
技
が
初
め
て
出
場
し
ま
す
。

当
時
、
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
農

学
科
一
年
に
在
学
し
て
い
た
内
田
正

練（
一
八
九
八
～
一
九
四
五
年
）で
す
。

内
田
は
、
浜
松
中
学
校
（
現
浜
松

北
高
校
）
在
学
時
か
ら
国
内
の
水
泳

大
会
で
優
勝
し
、
一
九
一
六
年
に
東

北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
後
の
北
大

農
学
部
）
予
科
に
入
学
し
た
際
に
は
、

「
有
名
な
河
童
が
入
学
し
て
き
た
」
と

噂
に
な
り
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
な

か
っ
た
当
時
、
内
田
は
豊
平
川
で
練

習
し
、
頭
抜
け
た
河
童
振
り
を
見
せ

た
と
言
い
ま
す
。
敵
な
し
の
内
田
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大

会
の
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形
、
四
百

メ
ー
ト
ル
自
由
形
に
出
場
し
、
水
府

流
の
日
本
泳
法
で
挑
み
ま
す
が
、
ク

ロ
ー
ル
泳
法
の
前
に
惨
敗
し
ま
し
た
。

帰
国
し
た
内
田
を
北
大
で
は
歓
待

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
内
田

は
三
百
名
以
上
の
聴
衆
を
前
に
欧
米

の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
実
情
、
日
本
選
手

の
失
敗
の
原
因
を
詳
し
く
語
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ま
だ
ま
だ
武
芸
と
し

て
の
水
泳
が
幅
を
利
か
す
日
本
で
、

ク
ロ
ー
ル
泳
法
の
普
及
を
は
か
り
、

伴素彦らのオリンピック壮行会の佐藤昌介総長送別辞（1927年12月1日）伴素彦らのオリンピック壮行会の佐藤昌介総長送別辞（1927年12月1日）

浜松中学校時代の内田正練浜松中学校時代の内田正練
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会

■
北
大
を
冒
険
し
よ
う
！

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」

11
月
13
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮
の
間
、

「
北
大
を
冒
険
し
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
協
店
舗
で
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ�

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
を
実
施
し
ま
し
た
！

普
段
利
用
す
る
生
協
店
舗
の
他
に
も

様
々
な
店
舗
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
っ

と
た
く
さ
ん
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た

た
め
、
学
生
委
員
会
が
主
導
で
購
買
な
ど

の
生
協
職
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら

企
画
し
ま
し
た
。
来
年
か
ら
通
う
建
物
が

変
わ
る
１
年
生
に
北
部
店
以
外
の
店
舗
を

知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
共
済
カ
ウ
ン
タ
ー

や
ト
ラ
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
で
ス
タ
ン
プ
を
押

し
た
組
合
員
が
今
後
利
用
し
て
く
れ
た

り
、
な
ど
今
後
の
店
舗
利
用
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

６
ス
タ
ン
プ
集
め
る
と
ほ
く
ほ
く
交
換

券
な
ど
、
12
ス
タ
ン
プ
集
め
る
と
抽
選
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
を
景
品
と
し
て
用

意
し
ま
し
た
。
食
堂
や
購
買
に
大
き
な
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
た
こ
と
も
あ
り
、
お
よ
そ

７
０
０
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■『
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
２
３
』

　
　

発
行
！

北
大
の
学
生
や
教
職
員
の
お
す
す
め

の
本
を
紹
介
す
る
冊
子
『
ほ
ん
で
な
い

か
い
』
が
１
月
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
本
だ
け
で
な
く
新
た
に
「
お

す
す
め
の
映
画
」
部
門
も
創
設
し
、
映

画
に
関
連
し
た
本
な
ど
、
よ
り
身
近
に

読
書
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。『
ほ
ん
で

な
い
か
い
』
の
冊
子
は
北
部
書
籍
お
よ

び
ク
ラ
ー
ク
書
籍
で
無
料
配
布
し
ま
す

の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
！

■『
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ 

Ｌ
ａ
ｂ 

２
０
２
４
』

　
　

発
行
！

『
Ｎｏｒ
ｔ
ｈ�
Ｌａ
ｂ
（
ノ
ー
ス
・
ラ
ボ
）』

は
、
大
学
院
へ
進
学
す
る
予
定
の
方
や
大

学
院
に
興
味
の
あ
る
方
に
向
け
た
情
報
誌

で
す
。
大
学
院
生
の
研
究
生
活
や
就
活
、

進
学
・
留
学
の
事
情
、
大
学
院
生
が
知
っ

て
お
き
た
い
大
学
生
協
の
使
い
方
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
は
こ
だ

て
未
来
大
学
生
協
の
上
級
生
委
員
会
と
共

同
で
執
筆
・
編
集
し
、
道
内
の
大
学
生
協

の
各
店
舗
で
１
月
以
降
に
配
布
を
開
始
し

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
公

開
予
定
で
す
。

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
２
３

を
開
催
し
ま
し
た
！

10
月
20
日
に
新
入
留
学
生
向
け
の
歓
迎

会
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
２
３
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
留
学
生
に
北
大
生
協

の
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
を
紹
介
し

た
り
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
や
オ
ー
ド
ブ
ル
の

立
食
を
通
じ
て
学
生
ど
う
し
で
交
流
し
た

り
し
ま
し
た
。
当
日
は
新
入
留
学
生
に
加

え
、
上
級
生
留
学
生
や
日
本
人
学
生
も
合

わ
せ
て
98
名
の
方
が
参
加
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
次
は
２
０
２
４
年
の

４
月
も
し
く
は
５
月
に
開
催
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
10
月
、
11
月
、

12
月
そ
れ
ぞ
れ
の
中
旬
の
２
日
間
で
、
昼

休
み
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
し
ま
し

た
。
毎
月
の
生
協
の
決
算
に
つ
い
て
、
と

り
わ
け
購
買
店
が
厳
し
い
状
況
に
つ
い
て

の
ご
意
見
や
、
ア
プ
リ
に
つ
い
て
、
セ
ル

フ
レ
ジ
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
総
代
会
議
で

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
ご
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
の
定
例
会
議

を
開
催
し
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
お
よ
び

総
代
会
議
で
の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
ま
た
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

毎
回
Ｏｐ
ｉ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
！
や
特
集
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、
多
く
の
教
職
員
の
方
に
研
究
内
容

な
ど
か
ら
の
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
研
究
内
容
や
問
題
意
識
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
方
、
大
募
集
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

は
や
年
が
明
け
て
１
月
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
室
は
い
よ
い
よ
忙
し
さ
本
番
に
な
っ
て

く
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
冬
は
加
え
て
室

温
20
℃
で
の
節
電
で
も
あ
り
、
体
調
管
理
に

気
を
付
け
て
い
な
い
と
、
大
事
な
提
出
日
や

発
表
日
に
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
生
協
食
堂
で
温
か
い
食
事
を
と

っ
て
い
た
だ
く
の
が
お
す
す
め
で
す
よ
。
睡

眠
も
し
っ
か
り
と
っ
て
元
気
に
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

International Students Committee (ISC)
�We�held�the�“Welcome�Party�2023”�for�
new�international�students�last�October.�
We� introduced� how� to� use� the� Co-
op�and�played�a�quiz�game.�We�really�
enjoyed�the�party�with�98�students�from�
many� countries.�The� next�Welcome�
Party�will�be�held�in�April�or�May�2024.�
We�are�looking�forward�to�meeting�you�
at�the�next�event!!

2024年 1月 1日 よりよい生活と平和のために 第 407号　（ 8 ）


